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(57)【要約】
【課題】平滑用コンデンサの容量を増大することなく、
平滑用コンデンサの温度上昇を抑えることのできるイン
バータ装置を提供する。
【解決手段】インバータの各相を構成するスイッチング
素子モジュール、短絡保護用ヒューズおよび平滑用コン
デンサ等の構成素子を、１相ごとにユニットケースに収
めて相ユニットを構成し、この相ユニットを複数組み合
わせてユニットケースの外側に配設された直流母線と接
続して構成したインバータ装置において、前記各相ユニ
ットケース内のスイッチング素子モジュールと平滑用コ
ンデンサとを接続する中間接続部に直流入力端子を設け
、この直流入力端子と前記直流母線との間を接続導体板
により接続する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インバータの各相を構成するスイッチング素子モジュール、短絡保護用ヒューズおよび
平滑用コンデンサ等の構成素子を、１相ごとにユニットケースに収めて相ユニットを構成
し、この相ユニットを複数組み合わせて単相または多相インバータを構成し、このインバ
ータの直流入力端子を前記ユニットケースの外側に配設された直流母線導体に接続して構
成したインバータ装置において、前記各相ユニットケース内のスイッチング素子モジュー
ルと平滑用コンデンサとを接続する中間接続部に直流入力端子を設け、この直流入力端子
と前記直流母線との間を接続導体板により接続することを特徴とするインバータ装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のインバータ装置において、前記平滑用コンデンサを、ユニットケース
内で絶縁シートを介して重ね合わせて配置された正極コンデンサ接続導体板と負極コンデ
ンサ接続導体板とに接続したことを特徴とするインバータ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、箱形のケースにスイッチング素子モジュール、短絡保護用ヒューズ、平滑
用コンデンサを相単位で組み込んで構成した相ユニットを複数個並べて構成した直流入力
形インバータ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、スイッチング素子モジュール、短絡保護用ヒューズ、平滑用コンデンサ等を
１相分ごとトレーまたはケースに組み込んで構成した相ユニットを２個または３個並べて
構成した単相または多相インバータ装置は特許文献件１等により知られている。
【０００３】
　図６ないし図８にこのような従来のインバータ装置の構成を示す。図６は、３個の相ユ
ニットを組み合わせて構成した３相インバータ装置の全体の構成を示す斜視図、図７は、
この従来のインバータ装置の相ユニットの構成を、側面を開放して示す斜視図、図８は、
この従来のインバータ装置の電気回路構成図である。
【０００４】
　図７に示すように、各相ユニットは、ユニットケース１０内を上下に２分した下方の区
画にＩＧＢＴ等のスイッチング素子等をモジュール化した複数のスイッチング素子モジュ
ールＳを納めたスイッチング素子モジュール室ＳＲを構成し、上方の区画に、複数の平滑
用コンデンサＣを納めたコンデンサ室ＣＲを構成する。スイッチング素子モジュール室Ｓ
Ｒとコンデンサ室ＣＲの間に短絡保護用ヒューズＦが配置される。
【０００５】
　スイッチング素子モジュール室ＳＲおよびコンデンサ室ＣＲに収められた複数のスイッ
チング素子モジュールＳおよびコンデンサＣは、各素子へ均等に電流が流れるように、そ
れぞれ接続端子を備えた正極スイッチング素子モジュール接続導体板１３Ｐおよび負極ス
イッチング素子モジュール接続導体板１３Ｎ間、並びに正極コンデンサ接続導体板１２Ｐ
および負極コンデンサ接続導体板１２Ｎ間に並列に接続してスイッチング素子モジュール
組体およびコンデンサ組体を構成する（図７および図８参照）。
【０００６】
　正極コンデンサ接続導体板１２Ｐの下端と正極スイッチング素子モジュール接続導体板
１３Ｐの上端とをコンデンサ接続導体板１５Ｆおよび短絡保護用ヒューズＦを介して接続
し、負極コンデンサ接続導体板１２Ｎと負極スイッチング素子モジュール接続導体板１３
Ｎとは、中間接続導体板１５を介して接続される。そして正極コンデンサ接続導体板１２
Ｐおよび負極コンデンサ接続導体板１２Ｎの正極直流母線１１Ｐおよび負極直流母線１１
Ｎに最も接近した上端に形成した直流入力端子部１７Ｐ、１７Ｎを接続導体板１６Ｐ、１
６Ｎを介してユニットケース１０の天井の外側に配設された直流母線導体１１Ｐ、１１Ｎ
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（図６および図８参照）を接続する。
【０００７】
　なお、ユニットケース１０の底壁には、ユニットの移動を容易にするための車輪Ｈや、
固定するための調整支持脚Ｌが設けられている。
【０００８】
　このように構成した相ユニット１を図６に示すように３個（１Ｕ，１Ｖ，１Ｗ）組み合
わせて３相のインバータ装置を構成する。
【０００９】
　このように構成すると、インバータ装置が１相ごとにユニット化されるため、軽量とな
り、かつ故障やメンテナンスの時に相単位での交換が可能となるので、補修の作業性が向
上する利点がある。
【００１０】
　この反面、全相の部品を１つのケースに組み込んだインバータ装置に比較して各相ごと
のユニット間の接続が図６に示すようにケース１０の外側で直流母線導体１１Ｐ，１１Ｎ
を介して行われるので、各相の平滑用コンデンサ間の接続距離が長くなることで、配線イ
ンダクタンスが増加することにより、各相の平滑用コンデンサ間の固有振動数が低下し、
スイッチング素子モジュールのスイッチング周波数（キャリア周波数）に近い値となり、
平滑用コンデンサに共振電流が流れてコンデンサの温度上昇を引き起こす問題がある。
【特許文献１】特開２００２－３２０３９１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　また、このようなコンデンサの温度上昇を低減するには、平滑用コンデンサの容量を増
加して、平滑用コンデンサ間の固有振動数をスイッチング素子モジュールのスイッチング
周波数より低くすれば対応することができる。しかし、平滑用コンデンサの容量を増加す
ると、コンデンサの価格が上昇するだけでなく、ユニットケースのサイズを拡大しなけれ
ばならないので、装置が大形になると共にコストが増大する問題が生じる。
【００１２】
　この発明は、このような問題を解決するため、平滑用コンデンサの容量を増大すること
なく、平滑用コンデンサの温度上昇を抑えることのできるインバータ装置を提供すること
を課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記の課題を達成するため、この発明は、インバータの各相を構成するスイッチング素
子モジュール、短絡保護用ヒューズおよび平滑用コンデンサ等の構成素子を、１相ごとに
ユニットケースに収めて相ユニットを構成し、この相ユニットを複数組み合わせて単相ま
たは多相インバータを構成し、このインバータの直流入力端子を前記ユニットケースの外
側に配設された直流母線導体に接続して構成したインバータ装置において、前記各相ユニ
ットケース内のスイッチング素子モジュールと平滑用コンデンサとを接続する中間接続部
に直流入力端子を設け、この直流入力端子と前記直流母線導体との間を接続導体板により
接続することを特徴とするものである。
【００１４】
　この発明において、前記平滑用コンデンサは、ユニットケース内で絶縁シートを介して
重ね合わせて配置された正極コンデンサ接続導体板と負極コンデンサ接続導体板とに接続
することができる。
【発明の効果】
【００１５】
　この発明によれば、各相ユニットと直流母線導体の接続が、各相ユニットケース内の中
間部のスイッチング素子モジュールと平滑用コンデンサとを接続する中間接続部まで延ば
した接続導体板より行われるので、平滑用コンデンサと直流母線との間の接続導体の長さ
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が長くなり、接続導体のインダクタンスが増大する。これにより平滑用コンデンサ間の固
有振動数をスイッチング素子モジュールのスイッチング周波数より低下させることができ
るので、インバータのスイッチング素子のスイッチングを行っても平滑用コンデンサに共
振電流が流れることがないので、平滑用コンデンサの温度上昇を抑えることができるとと
もに、平滑用コンデンサの容量の増大を抑制することができ、装置の寸法増大を抑えるこ
とができる。
【００１６】
　一方、平滑コンデンサの各端子を接続する各極性の接続導体板は、絶縁シートを介して
重ね合わせた配置構成を維持しているため、スイッチング素子と平滑用コンデンサとの間
の導体のインダクタンスは従来構成の場合とほぼ同じとなり、スイッチング素子の動作性
能を維持することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　この発明の実施の形態を、図に示す実施例について説明する。
【００１８】
　図１ないし図５はこの発明の実施例を示す構成図である。図１は、この発明の実施例に
よる３個の相ユニットを組み合わせて構成した３相インバータ装置の全体の構成を示す斜
視図、図２は、この発明の相ユニットの構成を示す分解斜視図、図３は、この発明の相ユ
ニットの負極側の接続導体板の接続状態を示す斜視図、図４は、この発明の相ユニットの
正極側の接続導体板の接続状態を示す斜視図、図５は、この発明による３相インバータ装
置の電気回路構成図である。
【００１９】
　この発明のインバータ装置と従来のインバータ装置とは、図１と図６とを比較して分か
るように外観的にはほとんど差がなく同じに見える。
【００２０】
　こ図１に示すこの発明のインバータ装置は、３個の相ユニット３Ｕ，３Ｖ，３Ｗを組み
合わせて３相インバータ装置を構成する。各相ユニットのユニットケース３０の上端の天
井の外側に、直流電源から引き出された正極および負極の直母線導体板３１Ｐおよび３１
Ｎが配置され、それぞれ接続導体板３６Ｐ，３６Ｎを介して各相ユニット内の中間直流入
力端子（図１には不図示）に接続される。
【００２１】
　次に、この直流母線導体と相ユニット内の中間直流入力端子との具体的な接続構造を、
図２ないし図５を用いて説明する。
【００２２】
　ユニットケース３０は、内部が図２に示すように２分され、その上半部に複数の平滑用
コンデンサＣの納められたコンデンサ室ＣＲが、下半部に複数のスイッチング素子モジュ
ールＳの納められたスイッチング素子モジュール室ＳＲを備える。
【００２３】
　コンデンサ室ＣＲに納められた平滑用コンデンサＣの上に負極コンデンサ接続導体板４
１Ｎが載置され、複数のコンデンサＣの２分された一方の群のコンデンサＣの負極端子が
並列に接続される。この負極コンデンサ接続導体板４１Ｎの上に絶縁シート４２を間に挟
んで平滑用コンデンサＣを直列に接続するための中間接続導体板４３を載置する。この中
間接続板４３に、一方の群の平滑用コンデンサの正極端子が並列に接続されると共に他方
の群の平滑用コンデンサＣの負極端子が並列接続される。この中間接続導体板４３の上に
さらに絶縁シート４４を介して正極コンデンサ接続導体板４１Ｐが載置され、この正極コ
ンデンサ接続導体板４１Ｐに他方の群のコンデンサＣの正極端子が並列に接続される。
【００２４】
　負極コンデンサ接続導体板４１Ｎの下端のスイッチング素子モジュール室ＳＲと対向す
る側に設けた接続端部とこのスイッチング素子モジュール室ＳＲに納められたスイッチン
グ素子モジュールＳの負極端子を並列接続した負極イッチング素子モジュール接続導体板
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５１Ｎ（図３参照）の上端の接続端部とを中間直流入力端子３５Ｎを備えた中間接続導体
３５を介して接続する。また、正極コンデンサ接続導体板４１Ｐのスイッチング素子モジ
ュール室ＳＲと対向する側に設けた接続端部を、正極側の中間直流入力端子を兼ねたヒュ
ーズ接続導体板３５ＰおよびヒューズＦを介してスイッチング素子モジュール室ＳＲに納
められたスイッチング素子モジュールＳの正極端子が並列に接続された正極モジュール導
体板５１Ｐ（図２および図４参照）に接続する。
【００２５】
　この発明においては、このようにして、ユニットケース３０内のコンデンサ室ＣＲのコ
ンデンサＣとスイッチング阻止モジュール室ＳＲのスイッチング素子モジュールとを接続
する中間接続部に中間直流入力端子（３５Ｐおよび３５Ｎ）が形成されるので、中間直流
入力端子はユニットケース３０のほぼ中間部に位置する。
【００２６】
　この中間直流入力端子３５Ｐ，３５Ｎを直流母線導体に接続するため、先ず、負極直流
母線導体３１Ｎと接続するためのほぼＬ字形に形成された負極接続導体３６Ｎの下端を、
図３に示すように負極側の中間直流入力端子３５Ｎに接続して、上端をユニットケース３
０の天井の外側へ引き出す。このとき、負極接続導体３６Ｎと正極コンデンサ接続導体板
４１Ｐとの絶縁を行うため、両者間に絶縁シート４６を挟みこむ（図２および図４参照）
。
【００２７】
　次に、ほぼＩ字形に形成した正極接続導体３６Ｐの下端を、図４に示すように正極コン
デンサ接続導体板４１Ｐの下端に接続された正極の中間直流入力端子を兼ねたヒューズ接
続導体３５Ｐに接続し、上端をユニットケース３０の天井の外側へ引き出す。
【００２８】
　各相ユニットの内部の電気的接続は、図５に示す電気回路構成図のようにな構成される
。なお、この図において、３４Ｕないし３４Ｗは、各相ユニットから引き出される３相交
流出力導体であり、これに図示しない交流負荷が接続される。
【００２９】
　この発明おいては、特に図４および図５から明らかなように、各相ユニットのユニット
ケース３０内の中間部に、コンデンサ室ＣＲ内の平滑用コンデンサＣを接続するコンデン
サ接続導体板とスイッチング素子モジュール室ＳＲ内のスイッチング素子モジュールＳを
接続するスイッチング素子モジュール接続導体板との中間接続部に直流入力端子（３５Ｐ
，３５Ｎ）を設け、このケース中間部の直流入力端子（３５Ｐ，３５Ｎ）にＩ字形および
Ｌ字形等に形成された接続導体の一端を接続し、他端をユニットケース３０の天井側へ引
き出し、ユニットケースの天井の外に配設された直流電源から引き出された直流母線導体
（３１Ｐ，３１Ｎ）と接続するように構成している。
【００３０】
　このように発明においては、各相の平滑用コンデンサ間を接続する接続導体の長さを長
くして、接続導体のインダクタンスが増大することができるので、平滑用コンデンサ回路
の固有周波数をコンデンサの容量を増加することなく低下させることができる。その一方
で平滑コンデンサとスイッチング素子モジュールとの間の接続導体の長さは従来と変更な
く同じであるとともに、平滑コンデンサとスイッチング素子モジュールとの間の各極性の
接続導体板は絶縁シートを介して重ね合わせた配置構成（ラミネート構成）を維持してい
るので、この接続導体のインダクタンスの増加することはない。この結果、スイッチング
素子の動作特性を低下させることなく、インバータ装置の動作中の平滑用コンデンサに流
れる電流が大きな共振電流となることなく定常電流値付近まで低減されるので、平滑用コ
ンデンサの温度上昇を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】この発明の実施例による３個の相ユニットを組み合わせて構成した３相インバー
タ装置の全体の構成を示す斜視図。
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【図２】この発明の実施例による相ユニットの構成を示す分解斜視図。
【図３】この発明の実施例による相ユニットの負極接続導体の接続状態を示す斜視図。
【図４】この発明の実施例による相ユニットの正極接続導体の接続状態を示す斜視図。
【図５】この発明の実施例によるインバータ装置の電気的構成を示す回路構成図。
【図６】３個の相ユニットを組み合わせて構成した従来の３相インバータ装置の全体の構
成を示す斜視図。
【図７】従来のインバータ装置の相ユニットの構成を、側面を開放して示す斜視図。
【図８】従来のインバータ装置の電気的構成を示す回路構成図。
【符号の説明】
【００３２】
　３：相ユニット、３０：ユニットケース、３１Ｐ，３１Ｎ：正および負極直流母線導体
、３４：交流出力導体、３５Ｐ，３５Ｎ：正および負極直流入力端子、３６Ｐ，３６Ｎ：
正および負極接続導体、４１Ｐ，４１Ｎ：正および負極コンデンサ接続導体板、Ｓ：スイ
ッチング素子モジュール、Ｃ：平滑用コンデンサ。
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